
北
海
道
開
拓
と
と
も
に
育
ま
れ
た 

砂
川
市
の
基
盤

　

北
海
道
の
中
央
部（
道
央
）、
道
内
２
大
都
市
と
さ

れ
る
札
幌
市
と
旭
川
市
の
ほ
ぼ
中
間
点
（
札
幌
か
ら

Ｊ
Ｒ
特
急
で
46
分
、
旭
川
か
ら
同
38
分
）
に
位
置
す

る
砂
川
市
は
、
今
年（
令
和
４
／
２
０
２
２
年
）７
月

１
日
で
市
制
施
行
（
昭
和
33
／
１
９
５
８
年
７
月
１

日
）
か
ら
満
64
年
。
翌
７
月
２
日
か
ら
は
市
制
施
行

65
年
目
を
迎
え
る
。

　

砂
川
市
を
は
じ
め
と
す
る
空
知
地
方
（
現
在
10
市

14
町
）
は
、
周
知
の
よ
う
に
明
治
時
代
初
期
、
日
本

最
大
の
炭
田
と
さ
れ
る
石
狩
炭
田
（
地
質
構
造
の
違

い
か
ら
、
北
部
は
空
知
炭
田
、
南
部
は
夕
張
炭
田
に

分
類
）の
発
見
に
よ
っ
て
開
拓
が
始
ま
っ
た
。

　

特
に
明
治
19（
１
８
８
６
）年
、
石
炭
を
運
ぶ
た
め

に
岩
見
沢
と
旭
川
を
結
ぶ
中
央
横
断
道
路
（
現
国
道

12
号
／
札
幌
市
～
旭
川
市
の
前
身
）
の
一
部
が
、
こ

の
エ
リ
ア
に
完
成
し
た
こ
と
で
開
拓
は
加
速
す
る
。

　

明
治
23（
１
８
９
０
）年
１
月
に
は
、
ま
ず
道
路
沿

い
に
旧
滝
川
村（
現
滝
川
市
）が
開
村
。
同
年
９
月
に

は
滝
川
村
か
ら
現
砂
川
市
を
含
む
旧
奈
江
村
（
現
砂

川
市
、
歌
志
内
市
、
芦
別
市
、
赤
平
市
、
上
砂
川
町
、

奈
井
江
町
）が
分
離
・
開
村
し
た
。

　

さ
ら
に
、
歌
志
内
炭
鉱
の
石
炭
を
運
び
出
す
た
め

の
鉄
道
（
※
小
樽
方
面
か
ら
札
幌
経
由
で
岩
見
沢
ま
で

来
て
い
た
旧
北
海
道
炭
礦
鉄
道
幌
内
線
が
、
岩
見
沢

～
砂
川
ま
で
延
伸
／
現
函
館
本
線
の
一
部
）
が
、
翌
明

治
24（
１
８
９
１
）年
に
開
通
し
た
の
を
機
に
、
現
砂

川
駅
が
開
設
さ
れ
た
。
原
生
林
に
覆
わ
れ
て
い
た
砂

川
周
辺
の
地
は
、
こ
の
道
路
と
鉄
道
の
開
通
に
よ
っ

て
、
砂
川
駅
周
辺
の
市
街
地
化
が
始
ま
り
、
急
速
に

人
も
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

旧
奈
江
村
は
そ
の
後
、
旧
歌
志
内
村
（
現
歌
志
内

市
、
芦
別
市
、
赤
平
市
）を
明
治
30（
１
８
９
７
）年

に
分
村
さ
せ
、
明
治
33（
１
９
０
０
）年
に
は
旧
砂
川

村
と
改
称
。
大
正
12（
１
９
２
３
）年
に
旧
砂
川
町
へ

町
制
施
行
後
、
昭
和
19（
１
９
４
４
）年
に
旧
奈
井
江

村（
現
奈
井
江
町
）が
分
離
、
昭
和
24（
１
９
４
９
）年

に
現
上
砂
川
町
が
分

離
。
旧
砂
川
町
は
９
年

後
の
昭
和
33
年
に
市
制
施
行
を

果
た
す
。

　

人
口
は
昭
和
33
年
３
月
の
市
制
施
行
直
前
の
段
階

で
３
万
１
２
４
９
人
、
新
十
津
川
町
の
一
部
を
加
え

た
翌
昭
和
34（
１
９
５
９
）年
に
は
３
万
２
４
９
５
人

に
増
え
た
が
、そ
れ
を
ピ
ー
ク
に
昭
和
35（
１
９
６
０
）

年
以
降
、
減
少
が
始
ま
り
、
現
在
に
至
る
（
本
年
４

月
１
日
時
点
の
人
口
は
１
万
６
０
１
１
人
）。

　

そ
の
背
景
に
は
、
空
知
地
方
で
も
進
み
つ
つ
あ
っ

た
旧
炭
鉱
の
整
理
と
新
炭
鉱
へ
の
移
行
と
同
時
に
、

水
と
緑
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
北
海
道
の
ア
メ
ニ
テ
ィ・タ
ウ
ン

若
者
世
代
に
人
気
の
子
育
て
し
や
す
い
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

（北海道）

市 政 ル ポ 砂
す な が わ

川市

善
よしおかまさふみ

岡雅文
砂川市長

JULY 2022 市政 18



世
界
的
な
規
模
で
始
ま
っ
て
い
た
石
炭
か
ら
石
油
へ

の
根
幹
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
潮
流
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
が
介
在
し
て
い
た
。

　

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
砂
川
市
の
前

身
・
旧
奈
江
村
が
旧
滝
川
村
か
ら
分
離

し
た
明
治
23
年
当
時
の
人
口
は
わ
ず
か

11
人
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
そ
れ

か
ら
の
数
十
年
間
で
、
現
在
の
４
市
２

町
（
砂
川
市
、
歌
志
内
市
、
芦
別
市
、

赤
平
市
、
上
砂
川
町
、
奈
井
江
町
）
に

枝
分
か
れ
し
て
い
く
ま
で
に
、
開
拓
お

よ
び
ま
ち
づ
く
り
が
拡
大
し
て
い
っ
た

の
だ
。
当
時
の
炭
鉱
景
気
の
急
激
な
上

昇
、
炭
鉱
町
の
未
曽
有
の
発
展
ぶ
り
に

は
、
改
め
て
驚
か
さ

れ
る
。

　

さ
ら
に
旧
奈
江
村
を
構
成
し
て
い
た
現
在
の
４
市

２
町
に
、
奈
江
村
の
基
盤
だ
っ
た
旧
滝
川
村
の
滝
川

市
お
よ
び
現
新
十
津
川
町
、
浦
臼
町
、
雨
竜
町
を
合

わ
せ
た
石
狩
川
両
岸
の
５
市
５
町
は
、
空
知
地
方
の

中
央
部
で
《
中
空
知
広
域
圏
》
を
形
成
（
総
面
積
約

２
１
６
１
㎢
）。

　

炭
鉱
景
気
で
結
ば
れ
た
明
治
時
代
以
来
の
圏
域
関

係
を
、
現
在
も
緊
密
に
保
持
し
て
い
る
。

　
「
道
内
に
数
あ
る
炭
鉱
地
帯
の
中
で
も
、
中
空
知

地
域
の
発
展
が
急
だ
っ
た
要
因
は
、
良
質
な
炭
鉱
群

の
存
在
そ
の
も
の
や
、
道
路
・
鉄
道
の
敷
設
だ
け
に

あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
砂
川
は
、
石
狩

川
と
空
知
川（
石
狩
川
の
支
流
）の
合
流
地
点
に
あ
る

た
め
、
木
材
運
搬
や
砂
利
採
取
な
ど
の
事
業
も
盛
ん

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
豊
か
な

水
環
境
を
活
用
し
た
大
規
模
水
田
開
発
、
近
隣
炭
鉱

の
石
炭
を
活
用
し
た
工
業
立
地

（
東
洋
高
圧
／
現
北
海
道
三
井

化
学
な
ど
）
も
ど
ん
ど
ん
進
み

ま
し
た
。
発
展
の
た
め
の
要
素

が
、
複
合
的
な
形
で
存
在
し
て

い
た
わ
け
で
す
。

　

炭
鉱
景
気
の
衰
退
以
後
、
現

在
は
周
辺
の
市
町
村
を
含
め
、

砂
川
市
も
大
幅
な
人
口
減
少
に

見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
の

都
市
と
同
様
に
、
こ
の
人
口
減

少
は
今
後
も
避
け
る
こ
と
の
で

き
な
い
潮
流
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
例
え
ば
北
海
道
縦

貫
自
動
車
道
（
※
函
館
市
～
札
幌
市
～
旭
川
市
～
稚

内
市
／
一
部
道
央
自
動
車
道
／
砂
川
市
に
は
砂
川
Ｓ

Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
あ
る
）
が
、
も
と
も
と
利
便
性

の
高
い
国
道
12
号
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
函
館
本
線
（
※
函
館

～
札
幌
～
旭
川
）
と
共
に
市
域
を
横
断
し
て
い
る
な

ど
、
砂
川
市
の
道
内
に
お
け
る
交
通
の
要
衝
と
し
て

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
健
在
で
す
。

　

そ
う
し
た
交
通
環
境
の
良
さ
は
、
高
度
な
医
療
環

境
、
日
本
一
を
誇
る
市
民
１
人
当
た
り
の
都
市
公
園

面
積（
※
約
２
１
２
㎡
）、
豊
か
な
自
然
環
境
な
ど
と

共
に
、
人
口
減
少
の
流
れ
を
可
能
な
限
り
抑
制
す
る

力（
魅
力
）に
な
る
は
ず
で
す
。
同
時
に
市
民
の
皆
さ

ま
や
、
こ
れ
か
ら
砂
川
市
へ
の
移
住
を
検
討
し
て
く

砂川駅前を盛り上げる青年会議所主催の「すながわ駅前元気もりもりプロ
ジェクト」

伝統の馬具専門店「ソメスサドル」の皮革製品はふるさと
納税の返礼品としても大人気

札幌市

旭川市

砂川市

おとぎの国のお城のようなデザインが好評なパンケ歌志内川の水門
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だ
さ
る
方
た
ち
が
、
実
際
に
砂

川
市
で
心
豊
か
に
暮
ら
し
て

い
く
の
に
不
可
欠
な
、
大
き
な

地
域
資
源
の
一
つ
に
な
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
善
岡
雅
文

砂
川
市
長
だ
。
旧
砂
川
町
生
ま

れ
の
善
岡
市
長
は
、
高
校
ま
で

地
元
で
過
ご
し
、
大
学
進
学
で

いっ
た
ん
地
元
を
離
れ
る
も
の
の
、

卒
業
後
の
昭
和
49
（
１
９
７
４
）

年
に
帰
郷
し
て
砂
川
市
に
入

庁
。
36
年
間
に
わ
た
る
勤
務
の

後
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
４

月
の
市
長
選
挙
に
出
馬
し
、
初

当
選
。
現
在
に
至
って
い
る
（
３

期
12
年
目
）。

　

人
口
減
少
は
確
か
に
、
北
海

道
の
旧
炭
鉱
地
区
に
お
い
て

突
出
し
た
形
で
進
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
善
岡
市
長
の
言
葉
に

も
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
全
国

的
な
潮
流
の
一
環
で
も
あ
り
、

そ
う
い
う
意
味
合
い
に
お
い

て
中
空
知
地
方
は
、
む
し
ろ
人

口
減
少
の
課
題
を
先
取
り
し

て
き
た
課
題
先
進
地
帯
と
も

言
え
る
。

　

そ
の
た
だ
中
に
あ
っ
て
、
人

口
減
少
時
代
を
前
提
に
市
民

が
愛
着
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
砂
川
市
の

在
り
方
に
は
、
こ
れ
か
ら
ご
紹
介
し
て
い
く
よ
う

に
、
日
本
社
会
が
人
口
減
少
時
代
を
心
豊
か
に
生
き

て
い
く
上
で
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
示
唆
に
富
ん
で
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

圏
域
の
信
頼
を
集
め
る
市
立
病
院
と 

防
災
拠
点
・
市
役
所
本
庁
舎

　

砂
川
市
を
訪
れ
た
の
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

を
目
前
に
し
た
今
年
の
４
月
26
日
。
道
南
地
方
に
上

陸
し
つ
つ
あ
っ
た
桜
前
線
が
砂
川
市
に
届
く
の
は
、

そ
の
数
日
後（
５
月
１
日
前
後
）の
こ
と
だ
っ
た
。

　

朝
の
通
勤
通
学
電
車
が
出
発
し
た
直
後
、
午
前
８

時
過
ぎ
の
砂
川
駅
前
は
一
見
閑
散
と
し
て
い
た
。
し

か
し
、
市
役
所
に
向
か
い
ほ
ん
の
数
分
も
歩
く
と
、

思
い
が
け
な
い
数
の
人
波
に
出
会
っ
た
。

　

中
空
知
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
周
辺
エ
リ
ア

の
信
頼
を
一
身
に
集
め
る《
砂
川
市
立
病
院
》に
向
か

う
車
と
人
が
四
方
八
方
か
ら
現
れ
、
病
院
の
正
面
玄

関
前
に
は
、
診
療
開
始
を
待
つ
人
々
の
長
い
列
が
既

に
出
来
上
が
っ
て
い
た
の
だ
。

　
「
砂
川
市
立
病
院
（
※
昭
和
61
年
度
「
第
１
回
自
治

体
立
優
良
病
院
表
彰
」受
賞
）は
砂
川
市
の
現
在
の
ま

ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
中
心
軸
を
成
す
存
在
と
言
え

ま
す
。
現
在
の
市
役
所
庁
舎
は
昨
年
５
月
６
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
以
前
は
砂
川
市
立

病
院
に
隣
接
し
て
い
ま
し
た
。

　

砂
川
市
立
病
院
は
中
空
知
二
次
医
療
圏
の
地
域
セ

ン
タ
ー
病
院
と
し
て
、
ま
た
第
２
種
感
染
症
指
定
医

療
機
関
、
地
域
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
地
域
周
産
期

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
、
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

院
に
も
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
多
角
的
な
機
能
を
備
え

て
い
ま
す
（
※
診
療
科
28
科
、
総
病
床
数
４
９
８
、

職
員
数
１
０
２
３
人
、
そ
の
内
１
０
６
人
が
医
師
）。

　

中
空
知
地
域（
５
市
５
町
）の
圏
域
人
口
は
現
在
約

10
万
人
で
す
が
、
患
者
さ
ん
は
空
知
地
方
全
域
（
10

市
14
町
）か
ら
来
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

特
に
こ
こ
２
年
ほ
ど
は
、
第
２
種
感
染
症
指
定
医
療

機
関
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
患
者
受

け
入
れ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
な
ど
で
大
変
多
忙

な
時
期
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
セ
ン

タ
ー
病
院
と
し
て
の
役
割
は
年
ご
と
に
増
し
て
お

り
、
施
設
も
拡
張
に
次
ぐ
拡
張
を
行
っ
て
い
る
の
が

石狩川の水量を調節する砂川遊水地はウオーターレジャーの中心地「砂川オアシス
パーク」としても機能

圏域の厚い信頼を集める地域センター病院・砂川市立病院防災拠点としての優れた機能を備えた砂川市新市庁舎
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（北海道）

現
状
で
す
。
市
役
所
の
移
転
に

つ
い
て
は
『
市
立
病
院
の
そ
ば

に
』
と
い
う
多
く
の
市
民
の
ご

要
望
も
あ
り
、
従
来
の
場
所
か

ら
は
１
０
０
ｍ
も
離
れ
て
い

な
い
現
在
地
に
決
め
ま
し
た
」

（
善
岡
市
長
）

　

明
治
時
代
に
砂
川
市
の
最

初
期
の
市
街
地
化
の
基
盤
と

な
っ
た
の
は
、
現
砂
川
駅
の
西

側
で
、
国
道
12
号
沿
い
を
中
心

に
、
今
も
砂
川
市
で
は
大
き
な

商
店
街
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
人
口
減
少
の
進
行
な

ど
と
と
も
に
、
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
も
減
少
し
つ
つ

あ
る
こ
と
か
ら
、
砂
川
市
で
は
《
砂
川
駅
前
地
区
整

備
基
本
計
画
》（
詳
細
は
後
述
）を
発
表
し
て
い
る
。

　

砂
川
市
立
病
院
へ
は
前
述
の
よ
う
に
、
Ｊ
Ｒ
砂
川

駅
か
ら
国
道
12
号
を
渡
り
、
ま
っ
す
ぐ
の
道
を
５
分

も
歩
く
と
到
着
す
る
。
そ
こ
か
ら
２
分
ほ
ど
歩
け
ば

砂
川
市
の
新
市
庁
舎
だ
。

　

市
役
所
庁
舎
の
上
階
か
ら
は
石
狩
川
が
遠
望
で
き

る
。
さ
ら
に
眼
下
に
は
、
石
狩
川
の
洪
水
抑
制
に
大

き
な
機
能
を
果
た
す
砂
川
遊
水
地
（
砂
川
オ
ア
シ
ス

パ
ー
ク
）が
見
渡
せ
る
。

　

明
治
時
代
か
ら
大
正
・
昭
和
初
期
ま
で
の
砂
川
市

の
発
展
の
要
因
の
一
つ
、
石
狩
川
と
空
知
川
の
合
流

地
点
に
ま
ち
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
地
理
的
環
境

は
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
の
水
運
を
活
用
で
き
た
半

面
、
水
害
の
多
い
土
地
柄
を
形
成
す
る
要
因
と
も

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
治
水
事
業
は
歴
代
の
課
題

だ
っ
た
。

　

そ
の
課
題
が
大
き
く
緩
和
さ
れ
た
要
因
は
、
昭
和

45（
１
９
７
０
）年
に
完
成
し
た
新
水
路
や
、
平
成
10

（
１
９
９
８
）年
に
完
成
し
た
支
流
の
河
川
ト
ン
ネ
ル

の
ほ
か
、
昭
和
62（
１
９
８
７
）年
に
着
工
し
、
平
成

７（
１
９
９
５
）年
に
竣し
ゅ
ん
こ
う工し
た
砂
川
遊
水
地（
面
積

１
・
８
㎢
、
周
囲
３
・
８
㎞
、
計
画
洪
水
調
節
容
量

１
０
５
０
万
㎥
）な
ど
の
存
在
に
あ
る
。

　
「
市
役
所
が
現
在
建
っ
て
い
る
場
所
は
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
一
目
瞭
然
で
す
が
、
従
来
は
石

狩
川
（
※
市
役
所
周
辺
で
は
複
数
の
支
流
が
石
狩
川

に
流
入
し
て
い
る
）
が
洪
水
を
起
こ
せ
ば
、
最
も
影

響
を
受
け
る
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

河
川
工
事（
河
川
ト
ン
ネ
ル
な
ど
）や
砂
川
遊
水
地
の

水
位
調
節
機
能
に
よ
り
、
下
流
域
も
含
め
、
洪
水
の

危
険
性
は
は
る
か
に
低
下
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
そ
の
よ
う
な
場
所
に
、
非
常
事
態
の
際
に

は
防
災
拠
点
と
な
る
べ
き
市
役
所
本
庁
舎
を
建
て
る

と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
非
常
に
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
こ

と
で
あ
り
、
建
物
の
構
造
や
機
能
に
も
、
防
災
面
で

の
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
」（
善
岡
市

長
）

　

新
市
庁
舎
は
鉄
骨
造（
耐
震
構
造
）の
地
上
４
階
地

下
１
階
、
延
床
面
積
は
約
５
９
３
２
㎡
（
建
築
面
積

約
１
８
４
２
㎡
）
に
達
す
る
。
防
災
拠
点
と
し
て
の

機
能
面
で
は
、「
１
階
」と「
２
階
以
上
」の
電
気
や
通

信
の
設
備
系
統
を
分
け
る
こ
と
で
、
浸
水
時
に
も
最

低
限
の
庁
舎
機
能
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
地
中
熱
を
利
用
し
た
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム

や
空
調
換
気
の
自
動
制
御
、
真
空
ガ
ラ
ス
採
用
に
よ

アジサイの花が咲く石狩川流域は観光交流の場としても得難い地域
資源（砂川オアシスパーク周辺）

北海道縦貫自動車道の利用者でいつもにぎわう砂川ハイウェイオアシス館

子どもたちの歓声が四季折々に絶えない北海道立「北海道子どもの国」
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る
高
断
熱
化
、
照
明
の
自
動
制
御
、
ビ
ル
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
の
採

用
で
二
酸
化
炭
素
の
４
割
削
減
、
そ
れ
に
伴
う
光
熱

費
の
４
割
削
減
な
ど
を
図
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
災
害
時
緊
急
排
水
槽
や
防
水
扉
な
ど
も

よ
り
高
度
に
備
え
ら
れ
、
災
害
対
策
本
部
の
機
能
強

化
、
通
信
手
段
の
多
重
化
に
よ
る
安
全
対
策
な
ど
、

特
に
水
害
に
対
す
る
防
災
拠
点
と
し
て
の
陣
容
は
非

常
に
充
実
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
民
に
対
し
て
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
随

時
更
新
し
て
注
意
を
喚
起
、
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
や

高
齢
者
見
守
り
用
の
支
援
情
報
な
ど
と
連
動
し
て
、

災
害
弱
者
の
情
報
を
常
に
最
新
の
状
態
で
把
握
す
る

な
ど
、
日
常
的
な
準
備
も
怠
り
な
い
。

　
「
砂
川
市
の
歴
史
は
、
ま
さ
に
水
害
の
歴
史
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
昭
和
30
年

代
と
50
年
代
に
は
大
規
模
な
水
害
が
何
度
も
発
生
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
大
規
模
な
河
川
改
修
や
、
先
ほ

ど
申
し
上
げ
た
砂
川
遊
水
地
の
完
成
で
水
害
は
激
減

し
て
い
ま
す
。
砂
川
遊
水
地
は
大
雨
が
降
っ
た
際
な

ど
に
石
狩
川
の
水
を
一
時
貯
留
す
る
こ
と
で
、
石
狩

川
の
水
位
を
下
げ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、

普
段
は
多
彩
な
ウ
オ
ー
タ
ー
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
め
る

名
所
と
し
て
も
人
気
が
高
く
、
防
災
面
の
役
割
と
と

も
に
、
観
光
交
流
面
に
お
い
て
も
貴
重
な
地
域
資
源

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
」（
善
岡
市
長
）

人
口
減
少
時
代
を 

心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
の
ま
ち
づ
く
り

　

砂
川
市
の
面
積
は
、
広
大
な
面
積
を
誇
る
自
治
体

の
多
い
北
海
道
内
35
市
の
う
ち
34
位
に
当
た
る
78
・

68
㎢
。
北
海
道
で
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
も
言
え

る
。
半
面
、
河
川
の
流
域
面
積
や
山
林
部
分
が
多
い

こ
と
も
あ
り
、
主
要
な
に
ぎ
わ
い
創
出
の
場
は
砂
川

駅
を
中
心
と
す
る
比
較
的
平
た
ん
な
エ
リ
ア
に
集
中

し
て
い
る
。
そ
れ
も
ま
た
、
暮
ら
し
や
す
さ
の
一
つ

の
要
因
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

例
え
ば
、
電
線
地
中
化
が
進
む
国
道
12
号
沿
い
に

は《
す
な
が
わ
ス
イ
ー
ト
ロ
ー
ド
》が
あ
る
。
空
知
地

方
が
炭
鉱
景
気
で
栄
え
て
い
た
時
代
に
次
々
出
店
さ

れ
て
い
っ
た「
疲
れ
を
癒
や
す
甘
い
お
菓
子
の
店
」が

原
点
と
な
り
、
現
在
で
は
菓
子
店
や
カ
フ
ェ
が
約
20

店
舗
、
点
在
し
て
い
る
。
砂
川
市
立
病
院
に
勤
務
す

る
女
性
職
員
や
同
附
属
看
護
専
門
学
校
に
通
う
女
子

学
生
な
ど
を
中
心
に
、
砂
川
市
は
、
実
は
空
知
地
方

で
若
い
女
性
の
多
い
ま
ち
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

る
。《
す
な
が
わ
ス
イ
ー
ト
ロ
ー
ド
》
は
観
光
客
だ
け

で
な
く
、
そ
う
し
た
砂
川
市
に
暮
ら
す
若
い
女
性
を

中
心
に
、
老
若
男
女
の
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
の
砂
川
Ｓ
Ａ
に

は
、
砂
川
市
の
特
産
品
を
販
売
す
る
店
や
人
気
飲
食

店
、
子
ど
も
向
け
の
遊
具
広
場
な
ど
が
そ
ろ
う
砂
川

ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
館
が
あ
る
。

　

砂
川
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
館
は
、
昭
和
48

（
１
９
７
３
）
年
に
誘
致
さ
れ
た
北
海
道
立
《
北
海
道

子
ど
も
の
国
》
と
も
直
結
し
て
い
る
。《
北
海
道
子
ど

も
の
国
》
は
市
民
の
熱
心
な
運
動
が
実
を
結
ん
で
の

誘
致
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
砂
川
市
に
お
け
る
市
民

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
契
機
と
も
な
り
、
昭
和
49
年

の「
緑
化
都
市
宣
言
」に
つ
な
が
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の

実
績
を
基
盤
に
、
昭
和
59（
１
９
８
４
）年
に
当
時
の

砂川市に本格的な春の訪れを告げる恒例「すながわ緑と花の祭典」（砂川北
光公園）

幼児から高齢者までが積極参加する「花いっぱい運動」

スイートロードの菓子店などが参加する「すながわスイーツフェスタ」
（地域交流センターゆう）
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砂川市　市 政 ル ポ

（北海道）

環
境
庁
か
ら
北
海
道
で
唯
一
（
全
国
で

は
20
カ
所
）の《
ア
メ
ニ
テ
ィ
・
タ
ウ
ン

（
快
適
環
境
都
市
）》
の
モ
デ
ル
地
区
に

指
定
さ
れ
た
。
前
出
の
善
岡
市
長
の
発

言
に
も
あ
っ
た
通
り
、
砂
川
市
は
市
民

１
人
当
た
り
の
都
市
公
園
面
積
日
本

一
を
誇
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
う
し

た
緑
化
都
市
宣
言
か
ら
ア
メ
ニ
テ
ィ
・

タ
ウ
ン
の
モ
デ
ル
指
定
な
ど
を
通
し

て
培
わ
れ
た
、
市
民
協
働
の
精
神
で
創

り
上
げ
た
地
域
資
源
な
の
だ
。

　
「
砂
川
市
で
は
現
在
、
鉄
道
利
用
の

減
少
で
市
街
地
の
空
洞
化
が
目
立
つ

砂
川
駅
前
地
区
の
整
備
計
画
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

砂
川
駅
の
東
側
に
は
５
０
０
席
の
大
ホ
ー
ル
も
備

え
た
多
目
的
交
流
施
設《
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
》

が
あ
り
、
市
民
文
化
の
発
信
基
地
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

国
道
12
号
や
市
立
病
院
、
市
役
所
な
ど
の
あ
る
西

側
と
は
自
由
通
路
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
西
側
駅

前
の
商
店
街
の
活
性
化
と
と
も
に
、
東
側
と
西
側
が

一
体
的
に
に
ぎ
わ
う
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い

と
い
う
の
が
、
か
ね
て
よ
り
の
悲
願
で
し
た
」（
善
岡

市
長
）

　

本
年
度
は
実
施
設
計
の
段
階
で
、
計
画
の
完
遂
ま

で
に
は
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
る
が
、《
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
ゆ
う
》と
対
に
な
る
よ
う
な
、「
市
民
や
事

業
者
な
ど
が
自
由
に
交
流
で
き
る
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
や
多
目
的
室
が
中
心
と
な
る
交
流
施
設
」（
善
岡
市

長
）が
建
設
さ
れ
る
予
定
だ
。

　

砂
川
市
の
公
共
施
設
の
建
設
事
業
に
は
、
こ
う
し

た
市
民
の
使
い
勝
手
の
良
さ
を
第
一
と
す
る
姿
勢
が

目
立
つ
。
こ
の
施
設
が
で
き
れ
ば
、
実
際
、
駅
の
西

側
に
立
地
す
る
砂
川
市
立
病
院
や
市
役
所
新
庁
舎
、

さ
ら
に
国
道
12
号
沿
い
の
ス
イ
ー
ト
ロ
ー
ド
や
砂
川

オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク
な
ど
と
、
東
側
の
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
ゆ
う
、
北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
の
砂
川
ハ
イ

ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
館
、
北
海
道
子
ど
も
の
国
な
ど
の

に
ぎ
わ
い
創
出
施
設
と
が
有
機
的
に
、
面
的
に
結
ば

れ
る
こ
と
に
な
る
。
市
民
や
来
訪
者
の
利
便
性
は
よ

り
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　
「
外
部
か
ら
の
企
業
や
子
育
て
世
代
の
誘
致
は
確

か
に
必
要
で
、
例
え
ば
砂
川
発
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド

を
全
国
発
信
す
る
オ
ア
リ
パ
事
業（
※
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ 

Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｕ
Ｂ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
―
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ

―
の
略
）の
ほ
か
、
手
厚
い
子
育
て
支
援
や
教
育
支

援
な
ど
を
整
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
情
報
発
信
も

積
極
的
に
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
一

方
で
、
よ
り
以
上
に

図
る
べ
き
は
、
ま
ず

地
元
企
業
の
振
興
で

あ
り
、
最
も
大
事
な

の
は
地
元
で
現
在
暮

ら
し
て
い
る
、
あ
ら

ゆ
る
世
代
の
人
々
の

幸
せ
と
笑
顔
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
」（
善

岡
市
長
）

　

砂
川
市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
は
「
２
０
６
０

年
の
人
口
１
万
人
維
持
」
と
控
え
め
だ
が
、
そ
う
し

た
市
民
の
幸
福
を
最
優
先
す
る
姿
勢
は
、
砂
川
市
を

訪
れ
る
観
光
交
流
者
や
移
住
希
望
者
に
も
、
非
常
に

魅
力
的
に
映
る
だ
ろ
う
。

　

人
口
減
少
時
代
を
前
提
に
、
だ
か
ら
こ
そ
、
い
た

ず
ら
な
数
値
的
目
標
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
ず
、
市
民
や

地
域
産
業
の
笑
顔
を
何
よ
り
も
大
切
に
進
め
ら
れ
る

砂
川
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
お
お
ら
か
な
魅
力
に
満

ち
て
い
る
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
４
年
４
月
26
日
）

砂川駅の東側と西側をつなぐ自由通路は「地域交流センターゆう」とも直結

砂川市の地域ブランド（いいモノ、いいトコロ）を発信する
シティプロモーション「オアリパ」

市長も参加、子育て世代に大好評の「子育て懇談会」
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